
4 〇•林道開設のための表層構造

!試験担当者

本場土じょう部拙哲研究室長 木立正嗣ほか

〃機械部林迅研究室長 福田 光正 ほか

2•試験目的

林苗の作設施工は設針された予定路"逆路敷を中心とした内外周辺地の表屠灿貿条件に大き 

く支配される。従って,この条件のうち,当面特に,林道施工と宜接関係のある間®！点をとりあ 

げ,物理探斎法を主に段階を追って士質工学的に調査研究をすすめ,具体的には,土岩劉の程度 

を教値化し,遂入機械の的工愁易やま木材料JS用の道否,さらに対象となる址齊椭梏に見金、った 

作設工法の決定等これが関浊づけをおこなう。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

〇 士しょう郁

前柳営林局沼田営林署,名古屋営林局付知営林署均・城において安U！岩焰岩(火山灰袱攬), 

流紋岩姫帯の山址斜而についてその表屈椎造を第気探斎器(横河做K. K製3 2 4 4型)で測 

定した。その結果はつぎのとおりである。

(〇安山岩姓域で俱厚さ2 〇 mを越す風｛匕帯があり,卅下带水層は深さ10加と2 〇〜3〇れ 

のものの2屈がある。

(2I流紋岩地域では阳さ5〜1〇伽の風化帯があり,址下帯水咼は2〜3"と5 〇〜40 mの 

ものがあり,これは局部的に形成されることか;あい〇

(3I地下水帝水屈の形成深度は両営林署の結果がほぼ同一であった。

〇機械(匕都

「林遇股椎施工の址何区仆て関する硏究」として,林道の地卸区分を機械による施工に適合 

させるため,昭和41年度より3カ年間,携帯用弾性波速度時間討サイズモカウンタを耿、て 

切取のり面および周辺の表解址如を調べた。写火跡を倉考に測定値の走時解析や址宵的粹 

をした結果,目的にそった媒便の打診効果位现址における漆定基綻設定の巧拙に大きく左右さ 

れること,また,起震点下および受信が固步個所のととのった条件下にあるところでは比鮫的 

安定したバラッキのすくない侦がえられ,林英土木の実用範囲で岩殍の程度を知りうることが
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わかった。

昭和4 4年度は,旧来のサイズモカウンタによる弾性波速度時間ランプ扯示に携带用シンク 

ロスコーブS S- 4 2 0 〇による同時波形觀渊を加え,一義的計訓値の裏付け諏杏を行なった。 

その結果,外部冋期のとり方に裁はあったが,プラウン管祝野の波形,格子尺度よりえられる 

シンクロの時間値とカウンタ你との対比により,吏ず,最低限の岩質事陀解析精度を!©めるこ 

とが出来たc

4.昭和4 5年度の試験計画

〇 士じょう部

名古屋営林冏中津川営林碧熙井沢林遊地域の花昭岩の深届風化,前橋営林局高田および村上 

沸郭の黒色頁岩•凝取岩(第三系)址帯の表盾盛造を旭気探那剤定する。

0檢械化部

現址野外就験は浦年度にひきつづき,施工灿の地山や施工後の切取のり料上林地箸バラツキ 

多く,不安定な時間偷を示す佃所で.基岩田かぶった士上からする内部探斉を主に実施する。 

打撃起靈により生じ,対義蝶仲を伝播する弾性波をサイズモカウンタと携帯用シンクロスコー 

ブS S— 4 2 0 Dの両計器を冋時に用いた2現象秘圳である。室内実験では岩石試科娘体や 

標準址例楸描模型を対象に発振子による超音波と菩積曾を有.する特殊シンクロスコーブで2乃 

至4現象の精密観滞！をする。なお,これらに関連した携帯用計卷およぴ付属品の改良,開発も 

併せおこなう。そのさい,旅址讽入野外用启偌類Kあっては,携當上からの小却軽搁匕振動や 

衝袈に対する璧牢さ,機構性能上からの測定霧象故»電源兩保と雀圧の安定方法に创意工夫を 

こらし,ー刷の実用化をはかるぐ
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